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意 
見 

書

▼ 

林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書（
一
部
抜
粋
）

　

林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

と
雇
用
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治

山
事
業
の
財
源
を
十
分
か
つ

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

　
「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
を
延
長
し
、
同
法
に
基

づ
く
森
林
整
備
事
業
の
都
道

府
県
・
市
町
村
負
担
分
の
起

債
を
可
能
と
す
る
地
方
債
の

特
例
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
。

　

森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加

工
・
流
通
、
利
用
ま
で
の
一

体
的
な
取
り
組
み
や
森
林
づ

く
り
を
担
う
林
業
事
業
体
や

人
材
の
育
成
に
必
要
な
支
援

措
置
を
充
実
・
強
化
す
る
こ

と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】　

▼ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
（
一
部
抜
粋
）

　 

地
方
税
、
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
・

充
実
す
る
こ
と
。
臨
時
財
政

対
策
債
の
償
還
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
。

　

地
方
交
付
税
は
、
財
源
保

障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
が

適
切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

地
方
税
収
の
大
幅
な
減
少

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

万
全
の
減
収
補
填
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
減
収
補
填

債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ

い
て
も
弾
力
的
に
対
応
す
る

こ
と
。

　

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税

体
系
の
構
築
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
税
・
地
方
税
の
政

策
税
制
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
な
整
理
合
理
化
を
図
り
、

新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当
た

っ
て
は
、
有
効
性
・
緊
急
性

▼ 
国
土
強
靭
化
に
資
す
る

道
路
の
整
備
等
に
関
す

る
意
見
書
（
一
部
抜
粋
）

　

長
期
安
定
的
に
道
路
整
備
・

管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

新
た
な
財
源
を
創
設
し
、
道

路
関
係
予
算
は
所
要
額
を
満

額
確
保
す
る
こ
と
。

　

 

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ

い
て
は
、
未
着
手
区
間
の
早

期
着
手
及
び
機
能
向
上
を
図

る
こ
と
。

　

 

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急

対
策
」
を
継
続
し
、
対
象
事

等
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

　

 

特
に
、
固
定
資
産
税
は
、

重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制

度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直

し
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
講
じ
ら
れ
た
特
例
措
置

は
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し

て
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て

確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

業
の
範
囲
を
拡
充
す
る
こ
と
。

ま
た
、
地
方
が
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
必

要
な
予
算
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
方
財
政
措
置
制
度

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

　

道
路
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
技

術
的
支
援
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
対
策
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
。

　

冬
期
交
通
に
お
け
る
安
全

確
保
、
地
域
の
暮
ら
し
や
経

済
活
動
の
復
興
を
支
え
る
道

路
の
整
備
や
管
理
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

　

災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ

円
滑
な
復
旧
等
の
た
め
、
北

海
道
開
発
局
及
び
開
発
建
設

部
の
人
員
体
制
の
維
持
・
強

化
を
図
る
こ
と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

▼ 

種
苗
法
改
正
案
の
慎
重

な
審
議
を
求
め
る
意
見

書
（
一
部
抜
粋
）

　

改
正
案
で
は
、
す
べ
て
の

登
録
品
種
の
自
家
増
殖
が
許

諾
制
と
な
る
た
め
、
企
業
へ

の
主
要
種
子
の
独
占
や
許
諾

に
よ
る
事
務
作
業
の
煩
雑
化
、

費
用
の
増
加
な
ど
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
者
が

安
心
し
て
作
付
け
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
。

　

主
要
農
作
物
種
子
法
に
お

い
て
機
能
し
て
い
た
、
都
道

府
県
に
お
け
る
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
種
子
の
研
究
・

開
発
な
ど
を
、
今
ま
で
ど
お

り
国
な
ど
の
公
的
機
関
が
責

任
を
持
っ
て
進
め
る
よ
う
、

従
来
行
っ
て
い
る
地
方
財
政

措
置
を
改
正
法
案
に
盛
り
込

む
こ
と
。

　

優
良
な
国
産
農
産
物
の
種

子
の
海
外
流
出
を
防
止
す
る

た
め
の
万
全
な
対
策
、
制
度

を
構
築
す
る
こ
と
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

▼ 

「
子
ど
も
の
貧
困
」
解

消
な
ど
教
育
予
算
確
保
・

拡
充
と
就
学
保
障
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
・
負
担
率
2
分

の
1
へ
の
復
元
、
教
職

員
の
超
勤
・
多
忙
化
解
消
・

「
30
人
以
下
学
級
」
の

実
現
に
向
け
た
意
見
書

（
一
部
抜
粋
）

　

義
務
教
育
費
無
償
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
、
当
面
負
担
率
2
分
の
１

へ
の
復
元
、
早
急
に
実
効
性

の
あ
る
教
職
員
の
超
勤
・
多

忙
化
解
消
の
実
現
な
ど
、
教

育
予
算
の
確
保
・
拡
充
、
就

学
保
障
の
充
実
を
は
か
る
よ

う
要
請
す
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
、
関
係

機
関
に
送
付
】

第6回定例会
（令和2年9月）審議結果 ／
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町
政
を
問
う
！

川上　均　議員　　　　15ページ

１ 　高齢者の在宅介護支援の推進につい
て

２ 　新型コロナウイルス感染症の取り組
みについて

３ 　役場職員退職者の再任用及び今後の
技術系職員の計画的採用について

山下 清美　議員　　　10ページ

１　道の駅について
２　防災対策について

鈴木 孝寿　議員　　　　13ページ

１ 　清水高校の間口減少をさせないため
の対応について

２ 　人口減少対策における企業立地の現
状について

３ 　コロナウイルス感染症における今後
の対策について

佐藤 幸一　議員　　　    11ページ

新型コロナウイルス感染症対策について

中島 里司　議員　　　　12ページ

１ 　清水高校の現状維持は
２ 　体育館建設の計画は

一
般
質
問

９月定例会では
６人の議員が
12項目にわたり
一般質問を
行いました
質問と答弁は
要約して

掲載しています

　議員が町政全般に関して、執行機
関（町長や行政委員会）にその執行
の状況や将来の方針、住民生活に密
接に係わる事項等について質問をす
ることをいいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を
答弁も含めて90分以内としています。

一般質問とは

中河 つる子　議員　　　14ページ

高齢者が住み慣れた地域で生きていくの
に何が必要か
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